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叫
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什
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わ
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什
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れ
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、
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、
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あ
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概
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↓
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こ
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、
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仁
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を
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(
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令
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に
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↓
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叫
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司
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司
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れ
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茶
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さ
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さ
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。
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す
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齢
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さ
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叫
設
さ
れ
て
い
た
一
さ
ら
に
第
一
の
ボ
J

/

、
!
と
の
同
世
一
℃
、
人
々
か
一
組
織
し
て
動
員
T

る
能
刈
を
ね
し
て
い
る

N
G
け
お
っ

οを
、
効
来
的
な
地
ナ
リ
カ
バ
ァ
ン
ス
の
た
め
に
必
引
す
べ
き
と
の

つれい~つ

そ
し
て

こ
に
七

υ

た
認
ぷ
を
い
は
仙
川
1
v
F
~
Z
け
で
の
止
法
が
可
院
に
な
っ
ー
の
は

マ
ル
コ
ス
仙
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に
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、
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叫
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、
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れ
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収
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右
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節
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ぷ
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ら
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え
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、
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仁
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司
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{
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p
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ら
れ
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さ
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あ
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す
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れ
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を
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図１　良い統治にとって重要な要素
(N＝300)

首長の強力な政治的意思

住民参加の促進

地方政府組織の強化

首長の政治的ネットワークの強化

その他

220

196

106

25

12

図２　祖父母・父母の中で公選職に就いてい
た者がいる（N＝300)

いる
169

いない
131



図３　良い統治とは何か（N＝300)

政策・プロジェクトをより低コ
ストで迅速に実施すること

コストや時間に関わらず，より
幅広い住民を満足させること

その他

175

114

11

図４　新たな事業を考える際に誰からアイデア
を得るか（複数回答)

首
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図５　地方開発協議会に期待する機能
(N＝300)

首長自身の事業への住民の支持を得る

バランガイ長から事業のアイデアを得る

NGOやPOから事業のアイデアを得る

その他

113

75

78

34



図６　首長と各種団体の面会頻度（N＝300)
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図７　団体主催の会合への出席頻度（N＝300)
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図８　首長と各団体の協議内容（複数回答)

地
域
の
社
会
問
題

地
方
政
府
の
事
業

新
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条
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図９　NGO代表選出への立ち会い者（N＝300)
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内務自治省地方事務所 首長

げ
ち
会
っ
て
い
た
c

「
協
議
会
」

の
運
営
に
悶
し
て
は
、
従
来
、
内
務
門
治
省
が

N
G

。
代
衣
の
選
出
過
程
へ
の
首
長
の
介
入
に
懸
念
を
表
明
し
て
い
た
U

す
な
わ
ち
、
「
協

一
議
会
」
に
つ
い
て
の
同
省
の
調
査
報
育
舎
が
「
ど
の

N
G
O
が
参
加
す
る
べ
き
か
、
ど

の
程
度
介
入
す
る
か
を
首
長
が
決
め
る
こ
と
が
、
V
J

叫
証
手
続
き
の
不
透
明
さ
の
原
判
に

8
 

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
巳
こ
の
報
告
書
は
こ
の
口

年
の
も
の
で

あ
る
が
、
同
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

N
G
り
代
表
選
山
過
辞
で
の
肯
長
の
止
ち
会
い
を

規
定
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
九
割
を
超
え
る
地
方
政
府
で
肯
長
が
立
ち
ん
け
っ
て

い
る
と
い
う
ポ
実
は
、
首
長
に
よ
る

N
G
り
の
選
別
が
か
な
り
の
地

h
政
府
で
行
わ
れ

て
い
る
川
町
能
性
を
惣
起
さ
せ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は

N
G
0
・
p
o関
係
者
や
一
般
同

民
の
聞
に
は
、
政
治
家
の

μ響
下
で
杭
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
政
府
系

N
G
O
」
や

「
変
種
X
G
O
」
に
対
す
る
不
信
感
が
強
い
が
、
政
治
家
と
偽
装
X
C
り
を
め
ぐ
る
ス

一
山
、

キ
ヤ
ン
ダ
ル
は
今
日
に
ム
土
る
ま
で
断
続
的
に
表
面
化
し
て
い
る
c

以
上
、
地
上
川
汁
長
と

N
G
O
や
F
O
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
地
方
分
権
化
関
連
の
法
律
が
件
民
参
加
に
制
度
的
基
盤

を
与
え
た
こ
と
に
よ
り
、

K
G
O
や

p
り
そ
し
て
彼
ら
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
社
会
的

弱
者
と
地
方
政
的
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ヨ
/
の
限
会
は
確
尖
に
増
加
し
て
い
る
。
第

，~ 、

N
G
り
や
P

O
は
、
地
方
政
府
に
よ
る
公
共
サ
ー
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受
/
九
州
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ま
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な
く
、
地
山
崎
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や
地
方
政
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事
業
に
関
し
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パ
ー
ト
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の
山
場
で
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地
方
政
治
こ
誌
諭
す
ゐ
よ
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な
コ
て
き
て
い
る
J

-

J

か
し
F

叫
一
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一
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、
地
方
政
市
ζ

の
問
で
協
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〕
仰
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収
り
灯
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ご
〆
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で
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7
Q
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}
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双
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や
介
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な
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叫
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組
織
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ワ
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岸
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節
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叫
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叫
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検
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叩
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岸
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M
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叫
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、
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習
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叶
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ス
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、
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仲
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日

り
辺
在
で
、

が
沿
岸
パ
ラ
ン
ザ
マ
イ
で
あ
る

一
れ
ら
の
八
川
山
芹
ハ
ブ
、
F

ガ
イ
」
ヲ
ミ
て
に

↓
あ
る
バ
ラ
〆
ガ
イ
の
う
ち

一
九
九
八
年
泥
一
一
定
法
に
基
っ
，
、
「
パ
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万
イ
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皆
川
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マ
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口
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町
〆
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日
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汀
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疋
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九
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ι
A
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佐
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、
漁
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は
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H
h
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刊
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滑
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只
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ハ
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ニ
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民
組
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レ
ベ

人
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連
合
(
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一

f
E
E
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レ
ベ
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滑
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U
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が
あ
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U
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と
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ら
れ
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。
ハ
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サ
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。

午

m
r一

り
一
心
年
か
行
二
一
ハ

長
選
羊
明
、

L
f
r
A
シ
ド
に
敗
れ
て
い
2

ぬ乙

こ
の
二
ー
へ
の
什
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C
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伐
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れ
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サ
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の
た
め
、
サ
J

ト
ス
市
町
長
は
い
〆
イ
ム
/
ド
t
F
K
ほ
ど
に
は
堆
比
の
状
出
に
つ
い
て
の
知
議
が
主
く
、
ま
f
、、

ゴ
ミ
叶
-
一
フ
イ
一
」
的
人

日
派
も
狭
か
っ
人
J

し
こ
の
F

」

1

こ
が
刊
同
一
円
山
女
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に
関
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す
る
す
な
わ

4
、
レ
ィ
ム
ン
ド
町
長
の
側
近
に
は
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行
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町
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で
完
結
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あ
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け
ソ
ィ
ヲ
ピ
、
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行
再
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の
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が
お
り
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一
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き
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P
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y
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古
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す
る
こ
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そ
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な
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。
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庁
ン
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叶
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什
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ど
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あ
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オ
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法
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乃
e
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土
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す
の
は
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の
検
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品
が

N
G
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y
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と
住
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組
織
と
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、
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J
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リ
i
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に
ト
八
き
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影
山
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と
い
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あ
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検
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叱
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什
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ふ
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